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近世都市における町人地町割り規模に関する研究 

―昭和 49 年 名古屋工業大学建築学 卒業論文梗概より― 

高橋和生 

■まえがき   

今日、全国的に都市化が進んでいると言われるが、私たちは、はたして都市の姿を捉え得て

いるだろうか。現代都市の形態的・構造的把握を試みると時、その発生期である近世初期の

都市を実態として捉えることは極めて重要と思われる。本研究はその一つとして、近世都市

機能を主体的に担っていた町人の住区町割り規模を、「町割単位面積」を指標として全国的

に実態把握し、合わせてその計画理念を探ろうとするものである。 

■研究方法 

正保絵図を中心とした近世初期の都市絵図を 1 万分の 1 の現代地図上に復元したのを資料

として、「町割単位」の面積とその個数を求めた。しかし、より全国的に均一な良質の資料

を選択する為に、資料のランク付けを行いＡ・Ｂ・Ｃ三種のグループを設けた。本研究は、

主としてＣグループをもって考察された。尚、これらの経緯は、今年度の栗林正道氏の梗概

に詳しいので参照されたい。 
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■指標 

「町割単位」とは、復元地図上で、町割されていると読み取れる最小のものを言う。町割り

線の多くは道路であるが、他住区との境界線・川・堀・土手などもある。 

これを、形態によって下記 4 種に分類した。尚、多角形は、四角形以外の図形をさす。 

［Ⅰ］型町割単位・・・周囲道路の四角形  ［Ⅱ］型町割単位・・・周囲道路の多角形 

［Ⅲ］型町割単位・・・［Ⅰ］型の他の四角形［Ⅳ］型町割単位・・・［Ⅱ］型以外の多角形 

「町割単位面積」は、町人の集住単位を面積で示す実体として意味ある数値であるが、さ

らに、計画理念を探ろうとするとき、［Ⅰ］型町割単位が、グリッド上に計画意図をもった

町割りされた単位と思われるので、この単位面積に計画単位面積を求めて考察を進める。 

 なお、各型の町割単位面積は、都市ごと、地域ごと、全国の平均として算出される。 

■全国平均値の考察 

形態分類していない町割単位面積は０．６５ha である。 

［Ⅰ］型町割単位・・・構成比は４４．７％と最も高い。これは面状に広がりを持つ計画性

の高い近世都市を示す数値となろう。面積は０．６４ha（30 間×55 間）であり、秀吉の城

下町化よる京都の計画単位面積０．７０ha（30 間×60 間）より一回り小さい。これは「近

世都市計画の範は京都に求められた。」と従来言われている事を、フィジカルに裏付けるも

のと思われる。 

［Ⅲ］型町割単位・・・面積は０．４２ha で［Ⅰ］型の半分を基準としていたと思われる。 

［Ⅱ］・［Ⅳ］型町割単位は、さして重要と思われないので、ここでは割愛する。 
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■地域からの考察 

意味付けられた型それぞれにおいて、地域の特性を語れようが、ここでは、［Ⅰ］型町割単

位平均面積に限って、全国の町割り単位の計画について探ってみる。 

 地域平均値を見てみると、最大と最小が飛びぬけて目立つ。全国平均値の役 2 倍の地域

平均値を持つ東山道と、約半分の地域平均値を持つ畿内である。この地域差を頭に置いて全

国平均値に最も近い北陸道から全国の各都市平均値を見ていくと、同じ北陸道でも畿内平

均値に近い福井・金沢と、東山道平均値に近い高田・長岡・新発田と、その間の全国平均値

に近い都市の三グループに分かれよう。また、北陸道と同じく畿内と東山道との間に位置す

る東海道でも畿内平均値に近い桑名と、東山道平均値に近い古河・笠間と、名古屋を代表と

する中間の都市に分けれよう。そして、東山道それ自身においても高遠以西と、上田以東に

分けれよう。一方、西日本はすべて全国平均値の近くにまとまっている。これらから、計画

意図を持つと思われる全国の町割単位面積は、五機七道のゾーニングを越えて畿内平均値・

全国平均値・東山道平均値の三つに大別されると言ってよいだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらの差は、都市分布の差異からだけでなく、各都市の建設時代に注目すればより明確

になる。 

 即ち、畿内の岸和田・堺・貝塚や東海道の桑名が近世においても中世の町割単位を踏襲し

ていたことは想像に難くなく、また福井・金沢も越前・加賀の仏教徒によって中世より開発

が進んでいた事が想像される。・・・（中世型） 

 西日本と中部の一部の都市は、四国に典型的に表れている。桃山期に新しく建設されたも

ので、時代の中心地京都・大阪の影響が強かった事は容易に想像される。・・・（桃山型） 

 東山道のほとんどと中部の一部の都市は、江戸時代に入ってから建設されたもので、外様

大名による植民的都市をその代表とする。・・・（江戸型） 

 もとより本研究により町割単位の計画寸法を各型において掲げることはできない。例え
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ば中世型都市の金沢にも、大手筋には桃

山型京都の町割計画寸法と同じ３０間×

60 間が復元地図上に読みとれる。しかし、

前段で考察したように、桃山型の基準と

した全国平均値は、30 間×60 間を町割理

念単位とした結果によるものと仮定すれ

ば、中世型理念単位はは約 20間×40間、

江戸型理念単位は約 40 間×80 間と、畿

内・東山道の平均値より単純計算できる。 

■まとめ 

近世初期おいて、町人の集住単位は０．６

５ha であると言える。 

また、近世都市計画の多くは、天正期京都

の 30 間×60 間を範としていたと思われ

る。しかし、全国の都市を総攬すると、上

記は桃山型町割となり、その半分の面積

を持つ中性形型と 2 倍の面積をもつ江戸

型町割単位が抽出された。今後、この三種

町割り単位の相互関係をより明確にする

為には、都市ごとの宅地割りからの検証・

考察を要しよう。 
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資料編 
近世の 101 の都市データを示す。 

論文における全国平均・地域平均の考察には、下記の C グループ（１st ＋2nd ＋３rd）の

79 の都市で行った。 

 

1st ランク  

①正保絵図（正保、慶安） 

②武家地・町人地・寺社地いずれも〇 

 

2nd  ランク 

① 正保近接期（寛永～貞享） 

②  〇が 3 個 もしくは 

〇が 2 個、△が 1 個 もしくは 

  武家地〇、町人地〇、寺社地× 

 

3rd  ランク 

その他の商業都市 

  港町、門前町、在郷町など。 

岐阜は、２nd ランクに入るが、 

他の 5 都市は２nd ランクから漏れる。 

 

近世初期に、幕藩体制の確立と共に、 

160 余りの都市、城下町が一斉に建った。 

町人地町割規模の研究は、城下町計画の 

姿を、平均値を用いて、フィジカルに 

掴もうというものであるが、 

近世初期に存在したその他の商業都市も、 

データを取り、城下町と比べようとした。 

 

Reference ランク 

① 正保絵図 かつ 町人地〇 

正保絵図を捨てるのは惜しいので、 

D グループとして数字を出した。 

正保絵図で捨てたのは田原のみである。 
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101 の都市ごとの町割単位平均面積の棒グラフ一覧 

周囲道路多角形    その他多角形       周囲道路四角形   その他四角形 
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地域毎の平均は、畿内（五畿）七道とする。 

平安時代からの地域区分であり、街道沿いに地域が分けられている。 

 

●三都（京・大坂・江戸）の町人地は、全体の 4 割を占めているので、地域平均から外

した。 

●正保絵図は、正保元年（1644 年）12 月 25 日に、「藩の姿を示せ。」と、幕府から全国の

藩に命じられたもので、城絵図、城下町絵図、国絵図がある。オランダ渡りの平板測量が

用いられており、明治時代の白地図一万分の一上に復元できる。内藤昌研究室で復元され

たものを研究の資料とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●復元図は、1974 年卒論を 2018 年に再整理するにあたり、ポジフィルムに撮影してあっ

たものを Jpeg にしたものである。イメージとして掲載するものであり、正確ではない。 
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京 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平安京 794 年←長岡京 784 年←平城京 710 年←藤原京 694 年←難波京 679 年と、100 年ほ

どの間に、都市の体裁は整えられていった。大化の改新 645 年「京には坊を置く」以後、天

皇専制の律令国家の形成には、中国から、文化・政治制度でだけでなく都市計画も取り入れ

た。洛陽長安が、その範である。平安京は、一町 A（40 丈＝121.21m≒60 間）をモジュー

ルとして、内法制で碁盤の目を切った。朱雀大路は 0.7A、大宮大路は 0.3A、その他の大路

0.2A＝8 丈≒24m、小路 0.1A=4 丈≒12m であり、大路が坊を作り、１坊は 16 町となる。

すぐに、京は左京だけが住むところとなり、室町期には天皇・公家の上京と町衆の下京と 2

つに分かれた。町域は小さくなったが、人口 20 万人の都市が 800 年続いた。 

三都 
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人口は、江戸と同じく 40 万人ほどと推定されている。大阪は 20 万人、名古屋は 7 万人。 
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大坂は元禄文化を花咲かせ、享保から宝暦にかけて市域を広げ、人口 40 万人となった。 
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寛永の江戸は名

古屋・仙台と変わ

らない植民地的

都市であった。 

 

参勤交代 1635

年・鎖国制度によ

って江戸幕藩体

制が確立した頃、

明暦の大火 1657

年がおき、都

市改造が行わ

れた。 

 

人口 100万人

を超える当時

世界一の大都

市となった。 
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畿内 



p. 13 
 

 



p. 14 
 

 



p. 15 
 

 

東海道 
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東山道の 1 
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東山道の２ 
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北陸道 
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山陰道 
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山陽道 
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南海道 



p. 56 
 

 



p. 57 
 

 



p. 58 
 

 



p. 59 
 

 



p. 60 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



p. 61 
 

 

 

西海道 
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